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校に通っていない子どもたちは世界に6700万人いると言われていま
す。これらの方々は特に都会から離れた地域に住んでおり、女性に
多いようです。ロータリーでは特に女性を対象とする活動を始めま
した。女性に読み書きの能力があれば、その子供に読み書きができ
るようになり、すべての人により良い未来がもたらされるからです
。地域社会が自力で学校を支え、教育における性差別をなくし、成
人の識字率を高められるよう支援することがロータリーの目標です
。国際ロータリーが世界で取組んでいる奉仕活動についても正しく
知っておかなければいけないと思いますので勉強したばかりですが
少し聞いてください。ロータリー財団はこれらの地域へ奨学金、教
材や学用品の寄贈、奉仕プロジェクトを通じて、世界中に教育支援
を行っています。ロータリーの活動によってデトロイトで読み書き

会⾧告知    会⾧ 北原 厚子

　夜、一人で会社に残り会長告知を考えていまし
たら、虫の鳴き声が聞こえてきましたゆったりと
、ゆっくりと、秋支度。さて、今月は基本的教育
と識字率向上月間です。今日の会長告知のために
少し勉強してきました。読み書きのできない15歳
以上の人は、世界に約７憶7500万人。これは、全
世界の成人の17％にあたるそうです。しかも、学
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【報告事項】
本日第4回理事会がありました。

１:10/4青少年奉仕委員会担当講師卓
　話です。
2:10/11職業奉仕委員会担当木曽RCﾒﾝﾊ
　ﾞｰ卓話です。
3:10/18国際奉仕委員会担当財団・米
　山についてﾒﾝﾊﾞｰ卓話です。
4:10/23三クラブ合同例会（岡谷中ﾒモ
　リー）詳細と出欠はFAX日おいて連
　絡をします。
5:10/25(木）は休会です。
6:9月30日小学生湖上観察会出席をお
　願いします。

【回覧事項】
1：10月14日地区大会出欠を取り
　　ます。
【受領文書】

秋明菊
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基本的教育と識字率向上のための国際ロータリーの活動

のレベルが３学年分向上した成人の数は500人。レバノンの学校がきれいな水を利用できるようにするため
にロータリーが支給した補助金は１憶ドル、アフガニスタンでは、貧困の連鎖を断ち切り、教育の不平等
をなく卞ために、ロータリー会員が女子学校をつくりました。デトロイトでは、成人の半数以上が十分な
識字率を持たないといわれ、成人への個人指導を行う講師を募集し研修を行いました。また、ネパール大
地震の後地震でパソコンを失った学校にパソコンを寄贈。さらにアフリカの学校にパソコンを寄贈し、イ
ンターネットの使い方を教員に指導しました。「読み書きを教えることは、一生使えるスキルを教えるこ
とです。その恩恵は、ひとり、またひとりと、地域全体に波及します」と。国際ロータリーは教育面だけ
ではなく、私は国際ロータリーの考えていることは、ローカルなクラブの実態にそぐわないと思っていま
した。そして同時に私たちは病気や貧困や戦争などの厳しい状況のなかに置かれている人たちの実態など
についても詳細な理解を得てはいません。しかし少なくも、そのような世界の厳しい実態や、それに正面
から向かい合っている国際ロータリーの取組について、知って行こうとする姿勢が私たちロータリアンに
とって必須の責務だと思います。９月「基本的教育と識字率向上月間」にちなみ、識字能力がないために
成功への道を閉ざされてしまっている何百人もの人々に思いを馳せ、私たちも同じロータリーの枠組みの
なかにあって、この世界という広い視野を共有していかなくてはならないと思いました。



♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ ♪今週のことば
会員数 38人 4名 8,000 9月20日は私の89歳の誕生日。生き甲斐は事業の継続と

出席対象 38人 累計 163,000 ロータリーライフ　　尾上　正弘

出席者数 29人 目標額 60万円 今日も元気です。　大澤　邦彦

出席率 76.3% 達成率 27.2%
前回修正 86.8%
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　国際奉仕委員会　担当例会　　
　　　会員卓話
　　　～ロータリーの国際奉仕概念と諏訪湖ロータリーの歩み～
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　国際奉仕委員会　委員長　長﨑 政直会員

  主旨
 ①ロータリークラブの国際奉仕 の原点を理解していただく。　　　
 ②国際奉仕事業の原点を再確認すると共に、その視点から現在進行事業を検討してみる。
            2018-2019 会長指針　国際奉仕委員会
①鍵盤ハーモニカ事業をどこまで続けていくのかも含めて支援の方法を改めて再検討してみる必
  要があるのではないか
②ロータリー財団、米山奨学会寄附はなぜ必要なのか、どう使われているか説明し、理解しても
  らい、ゼロ円寄付者を無くす。
③来期３５周年に向けてグローバル補助金制度を有効に利用し、ふさわしい国際奉仕活動を企画
  し、実行するための準備をしていきたい。


